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運転制御への応用についての一連の研究成果をまとめたもので，緒論，第 l 章，第 2 章，第 3 章，および総括の 5 章
から構成されている。
緒論では，本研究の背景を調べ，本研究の意義とその概要について述べている。






































期の確認，および培養終了時期の判断が可能であることが示されている o また， この状態認識結果をリジン発酵
の運転支援に用いることで， リジン生産収率が改善されている o
(3) リジン生産期におけるロイシンの添加が， リジン高生産活性の維持に有効であることが確認されている。さらに，
ロイシンの添加間隔の対糖リジン収率および培養時間に対する影響を調べることで，対糖リジン収率を極端に低
下させることなく長時間培養するために適したロイシンの添加方策が得られ，その結果， リジン生産量および生
産性が改善されている o
以上のように本論文は，細胞内の代謝フラックス分布をオンラインで解析し，その結果を培養プロセスの運転制御
に適用する意図で，オンラインで利用可能な代謝反応モデ、ルの構築と，それを用いたオンライン状態認識システムの
構築，およびこのシステムを培養プロセスへ適用したものであり，その成果は代謝工学および生物プロセスシステム
工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものとして認める o
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